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次の問いに答えよ．

(1) 関数 y = −2x3 + 3x2 + 12xの増減を調べ，極値を求め，そのグラフをかけ．

(2) 方程式 −2x3 + 3x2 + 12x = kが異なる 3つの実数解をもつとき，定数 kの範囲

を求めよ．

(3) (2)において，3つの解を大きい順に α > β > γとおく．− 1
2

< β < 3
2
となると

き，αの範囲を求めよ．
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【答】

(1) 増減表は略，極小値 −7，極大値 20，グラフは略
(2) −7 < k < 20

(3)
√
6 < α < 1 +

√
6

【解答】

(1) f(x) = −2x3 + 3x2 + 12x とおくと

f ′(x) = −6x2 + 6x+ 12 = −6(x+ 1)(x− 2)

であり，f(x) の増減は下表となる．

−1

−7

2

20

x

y

O

x · · · −1 · · · 2 · · ·
f ′(x) − 0 + 0 −
f(x)

よって，f(x)は

x = −1 のとき，極小値 − 7, ……（答）
x = 2 のとき，極大値 20 ……（答）

をとる．また，y = f(x)のグラフは右図となる．
(2) f(x) = k が異なる 3 つの実数解をもつ条件
は，曲線 y = f(x) と直線 y = k のグラフが 3

つの共有点をもつことである．
よって，(1)の図より求める定数 k の範囲は

−7 < k < 20 ……（答）

である．

(3) f(x) = f
(
− 1

2

)
を解くと

−1

−7

2

20

− 1
2

3
2

x

y

O

− 2x3 + 3x2 + 12x = 1
4

+ 3
4

− 6

2x3 − 3x2 − 12x− 5 = 0

(2x+ 1)(x2 − 2x− 5) = 0

∴ x = − 1
2
, 1±

√
6

f(x) = f
(
3
2

)
を解くと

− 2x3 + 3x2 + 12x = − 27
4

+ 27
4

+ 18

2x3 − 3x2 − 12x+ 18 = 0

(2x− 3)(x2 − 6) = 0

∴ x = 3
2
, ±

√
6

これより，最大解 α の範囲は√
6 < α < 1 +

√
6 ……（答）

である．


